（様式４）

令和７年　　月　　日

　（あて先）日赤小諸市地区長

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　区赤十字奉仕団
団長　　　　　　　　　　㊞

令和７年度奉仕団活動特別費の交付申請について
　標記について下記のとおり申請いたします。

記

１　申請額　　　　　　　　　　　　　　　円　
　　　　　　　　　　　　　限度額（　　　　円）
２　事業計画

	事業内容
	所要額（円）
	支出予定額算出明細

	
	
	

	
	
	

	
	
	

	
	
	

	
	
	

	
	
	

	合　　計
	
	


３　奉仕団活動の充実策
　　令和７年度の活動意向として、下表①～③各３項目に対し、左右のどちらかに
〇印を付けて下さい。（裏面に解説あり）
	No
	奉仕団（区）活動
	実施予定
又は意思あり
	実施しない

	①
	公共施設の清掃等を他団体と連携しての実施
	
	

	②
	区内活動の広報物作成
	
	

	③
	奉仕団員のスキルアップへの取り組み
	
	


令和７年５月９日（金）までに提出してください　

　　　　　　　　　　　　送付先：小諸市社会福祉協議会　総務係（日赤事務局）
　【解説】
①につき　・「公共施設」とは、公民館(区によりコミュニティーセンター等呼称は様々),公園,お宮や道祖神,駅や停留所,農道や生活道路,公衆トイレ,碑,道標,区の花壇など
美化地や施設,その他皆んなで利用する所
・「清掃等」とは、清掃,ゴミ拾い,草刈りや除草,害虫駆除,消毒,鑑賞花栽培など美化
活動,ミニトマトなど皆んなで楽しんで作る食物栽培,その他皆んなが気持ち良く
なる活動
・「他団体と連携」とは、主体が何であれ、区の赤十字奉仕団が参加し、区の役員や区の婦人会,高齢者クラブ,小学部(小学生と保護者),商店/実業会,青年会,消防団,その他 区の団体や有志と、一緒に作業や事業を行うこと
②につき　・「広報物作成」とは、区や奉仕団の活動に関し区民に配布又は回覧する
チラシや、公民館や区の掲示板などに掲示や掲載するものを、奉仕活動の一環と
して団員も協力する等
・奉仕団員による区の役員への協力の目的もであるが、人員増も含め奉仕団の増強が主目的

③につき　・例えば、区より小諸市赤十字奉仕団へ「委員」（委員会に出席し活動の
運営を担う団員）を送り出す、県支部主催の「奉仕団啓発研修会」又は「救急法
講習会」へ団員を送り出す、などの人材育成
全体につき　・今後この様な取り組みは「指定事業」と呼ばれる見込みで、申請に
よって県支部より小諸市地区に助成金が交付される可能性あり。代わりに従来の
特別補助金は徐々に削減
・今回この項目を追加した理由は、日赤長野県支部からの奉仕団活動特別補助金制度が令和7年度から変更になる見込みで、「指定事業助成金」申請をする為の意向
調査です。
・この３項に関しては、必ずしも区内の総会や役員会で協議や承認を得る必要ありま
せん。記入するかたのご意向で充分です。
